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「2025年からの国際関係を展望する」
開講日時▶9月27日㈯　午後１時00分～２時30分　（開場 午後12時30分）
会　　場▶ノースアジア大学 経済学部棟３階 302教場

　2024年、国内では能登半島でM7.6の大地震が起こり、夏には水害という大きな災害に見舞わ

れた年でした。日米や諸外国でも首長が変わるなど変化の兆しがみられます。海外では、ロシ

アのウクライナ侵攻が長期化し、イスラエルとパレスチナの紛争も続いています。「戦間期」と

囁かれる状況が続いています。

　今年、国内ではいわゆる「2025年問題」で団塊の世代が 75 歳以上を迎え、国民の約 5人に 1

人が後期高齢者になり、持続可能な高齢者社会の牽引者として日本の対応が注目されています。

1月に就任したトランプ大統領が世界に与えた影響はどうでしょうか。日本の近隣国の動きは

変ったでしょうか。そもそも、日本とアジア諸国との関りはどのようなものなのでしょうか。

　本講座では、現在の国際情勢を概観した上で、日本の立場を見つつ、今後の国際社会での役

割を皆様と一緒に考えてみたいと思います。

講演内容

佐藤 克枝 講演会
現職　ノースアジア大学 総合政策学部 教授
　　　ノースアジア大学 国家試験等センター長・
　　　　キャリアセンター長
　　　日本安全保障戦略研究所研究員
　　　防衛法学会 理事
履歴　青山学院大学大学院国際政治経済学研究科修了
　　　修士（国際政治学）
　　　防衛省勤務
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